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はじめに

2

　遺伝学研究所は遺伝に関する学理の総合及びその応用の基礎1’liJ研究を‘ノか

さどり，あわせて遺伝学の指導，連絡及び促進をはかることを本務として，

19494ド（ll召不1」24年三）　に言斐置され，倉｜」・Nt／1　J．ソ＊i44イドになt，）ました。　9イnll∫（1｜召不日

59年度）には大学共同利用機陛」に改組転換し，1988年（‖［1和63イト）にはさら

に7つの大学共同利用機1・莫1を母体とする総合研究大学1ち壱人学の開学に／’ドい，

生命科学研究科の遺伝学・」∫」方父を担当することとなり，博｛：課程の学ノヒを受け

人れるに至りました。この間，本研究所は客員ll戊1究部門を含めて15研究部IUj

及び4研究施設を擁するまでに成長し，i］｛1内外から数多くの研究者を受’1〕人

れて共同研究の成果をあげると共に，旬≡年卜数件の研’先集会を開催して研究

交流を促進しています。

　創設以来，数多くの優れた研究実糸t’iは，本研究所を我が国の遺伝学の中心

として位置づりるとともに，その存在が世1∫Wl勺にも1ム（知られるkうになり

ました、，しかし，近年の遺伝学σ）急速な発展は，そのもたらした新しい研究

方法と兼ねて，生物学に人きな変’革をもたらし，本研究所の川：究にも影響を

与える1こ寸ミりましたo　本イリポ先戊所はそれにkO，LZして1りFプピ剖｛ドIJ，　’戊ミ膨ミノヒ牛勿｛呆在〔ノ）

ための部門の充実を図りて参りましたが，対応は決して十分なものとは考え

られず，これから研究所として推進すべき多くの課題を残しておりまダ。本

研究所としては，学問の流れや，社会の要請を無視することなく，しかしi・1

体的に，問題に取り組むべきと思います。これから我々はさらに困難な選択

に直面することでしょう。所内外の皆様方の御助力と御理解の上に，：1∵f↓（の

発展を口指したいと思います。御理解と御助力をお願い；“る次第で11。

国立遺伝学研究所長

富ラ宰も一



ン、
，口 革 【組　織】

昭和24年6月1日

　　　　8ノー」10日

ll召不［128　！・，li　Iノ」　1　日

　　　　8月1日

‖召不日29｛ド7／1　1　11

‖i’S　131130it　t・19戊」1511

　　　　10月1日

ll召蕃日35｛ザ4jJ30日

‖召不日37イド4／l　l　ll

日召不1139．　it　l－Z　4ノ」　1　日

‖召）Fl　144｛ド4戊l　l　lI

日㍑不ll49イト4戊j　l　日

‖召不日50イド3／j　l　日

　　　　10月1日

‖召奉ll51｛ド10戊l　l　ll

iii〃｛！・［｜58｛ド10ノ」　1　11

11召不ll59｛ド4Jj12日

ll㍑不1｜60イド4Jllll

ll召不日62イド1　戊」12日

‖召不LI63句三4Jl811

平成元年IO月lll

’lx：JJk　5｛ザ41Jl日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務

部，研究第1部，研究第2部及び研究第3部の4部門で

発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝

部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応川遺伝部新1｛隻

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

微生物遺伝部新設

集団遺伝部新設

森脇人∫　il郎第3代所長就任，分J「遺伝部新設

植物保存研究室新，没

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（肋物1呆存研究室）新」¢

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保・存研究室）新、没

松永　英　第5代所長就任

国、’！二学校設iiオll法の・部改1Eにより人学1些1司利川機1臭1に改組

遺伝実験生物保存｛りF究センター（哺乳動物・無rfW藍・植

物・微生物・遺伝資況｛の保存研究室），遺伝情報研究セ

ンy－　（右Wj巴・糸IL換／i一しり2｛Vl：’」’tr　’”1く），　’li・1，kl｝・tt1M，S肇斤1詫と

生理遺伝及び応川遺伝の2客1上研究部門増設

遺伝情報研究センty　．一　（合成研究室・遺伝情報分析研究

室）新設

日本1）NAデータバンク稼｛動

放射線・アイソトー’／センター新設

遺伝情報研究センター（1遺伝1つでゾフリー研究室）新設

富澤純・第6代所1文就任

遺伝実験生物保riliH：究センタt－一（発生ll学研究室）新：設

資料展示室

3
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【施 設】

‖召不ll27イト3　／J

日／｛不1136イド9Jl

ll／｛不1138］ド1　／J

‖召不II39イド3J］

ll召不日43　／r　1”1311

日召禾日46｛卜3JJ

日召不LI47イ1三3JJ

‖召不U53η三7／j

‖召不ll55イド5／1

目召利156イ．卜3／1

日召不日58イ．ド3hl

ll召不059．年三3／」

目召不日60｛ド3戊］

日召不1．」62句三l　Jj

3／J

ll召不ll63イト12Jj

’1つ戊4自三5Jj

別館新築

liJl：ノ《ピ・イ〉こ食1｛㌶’；11｛il］；1”l　l　lうく11‘」1：ユア変「

Ul：’フ’ピイK　ftl「1’1’　；’A’　／／llリJ；∫’∫2～うく111jti一立2…1：

石戊1：’プt’ilK負官η∫1｝明；篶3i／」くに‘B：立層菱Il

イVli’グピイ・ミ角‘㍑窮2！1Yj．工‘」1：立変1：，　｛リ1：プじ小こ角’｛川’【llli’元三1，k

図，1｝・館新築

了、ズ’ミ負ld了／「～こ」5J11築

jll3ρ1’戊ミ馬禽ノヒ‡勿1呆r剤り1ンタピ加i　l〆11り1：’タilイ東i・111’4・㌧

遺伝実験生物｛㌦賄川二究施li！£デペ1川’／耐i“　’ 〃fl附属林〔枡築

」遺f云’戊ミ斯ミノヒ才勿イ呆r社り1㌦）’じ川i、i！～　散ノト1．フ｛川・川日料U’jl』・『寝

拶1…小（処ユ：1目力也㍑乏」新誓匡

組換え1）NA実験棟¶野生f仁温’t；川1’促

’だ馬灸【甫1」’易］↑ヨ：里方tl記と均1：」築

lj』ゴ云’「rtrt’乏イ引二’グeセンター－1・東，　1；11∵li呂∬沽㍗・；｛：r　日」1・，1周hili払〔ii”ri　i川斗し

ノS・（1日溢1三｛く，　菜溢｝1弓こlgi誓艮

RI実験棟，中央樹1戊㍗，

石‖ン3‘ttr　l　iWIWI力也1没・杓1：採き

R　1・1．II：ノ1“　i！U、．Plり1匝㍑膓fl11「’，A，

｛dl．「ヌilし］；titS’」白力笹il又



概 要 旧的】

　メミ学等における学iホ「川：究U）発展（、二

資；』るため¶国・’／1学校設il’ll法（昭和

24｛ド5　1J31川Vk・A　tij’A”5150｝J・）　η∫9　条

の2に班パ，遺伝学に関1㌘、総［i

研究を1い二㌧’－1的．Ll　1『∴；！↓置”z

川：『人学IUI川月H：幾関．こあ・：パ，

【共同利用】

r・川のな㍗のγセ日／の川の／］．1，

川究所の川［’1’・Jたる川

㍑1川いる者川・ll川

に、IU・川・究ろコ1”）

【大学院教育】

∴川・の川㍑

．1川1るL．ll，

　ノI　　 」一’

@～ ’　 ）　，Jll　（rlll　：　　F　 L｜1、　r　　　¶　　　　 、1 @1　11 亥　　 ノ＼　”」一：　｛ノ　 ’　　ノ1

「一㍑㍍お川る・1・／u．j．1．協1ノい1、．

掴際交調

遺伝学の分野で国1｛祭的な学術交流

を活発化するため，研究者の交流や

国際シンポジウム等を開イ崔する。

【運営】

　ノ＼学1U司利IH機関の研究所として

川滑な運営川1㍉ため，研究所の1日

γ。h山卜1川山ノ）管．叩運営（．ヨ臭」する1巨

りji‘1白自に　，い．二，所」ミに川ノ㍑する詞こ

山日∫ごろ・川：⑪コ1に，川・川究計

川に川1る‘1；」1？．：の川の研’《加の運

僧に川1・川明！‘1川．t’，川∴か必りIII

［．認μ，るf、のに・㌧、．’戸ILLの諮llllに

応1る沖1川協l」川1∫㌦置：．‘㍑’・，

）・）1．Lの・い’・…，1い川川1！c‘k．1｜’1に’い

　1川）イr・i・1・1い白・1川た、㌦’・、1・11内1㍍

i・liか1ド㌦川：，

・±・溢鷲

250余柿（Nん（恥統保白1．（いる八dl桜並↑

5
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織 【機構図】

評議員会

運営協議員会

　　　　　　　　（平成5年6月1日現在）

管理部｛庶蕊

　　　　　　　　　　　　術　　　課

　　　　　　　　　　哺乳動物保存研究室

　　　　　　　　　　無脊椎動物保存研究室

　　　　　　　　　　植物保存研究室
　　　　遺伝実験生物保θ

　　　　研究センター
　　　　　　　　　　微生物保存研究室

　　　　　　　　　　遺伝資源研究室

　　　　　　　　　　　発生Il学研究室

研究施設　　　　　　構　』’研　究　室

　　　　　豊云ξ幸鰹組換え研究室

　　　　　　　　　　　　　成　研　究　室

　　　　　　　　　　　遺伝情報分析研究室

　　　　　　　　　　　遺伝子ライブラリー研究室

　　　　　放射線・アイソトーソ

　　　　　センター

　　　　　実験圃場



所　長 教授 助教授 助　手 小　　計
技　官
i技術謝

事務職購
i管理部） 合　　計

1 14（5） 19（5） 33 67（10） 18 24 109（10）

【定員表】（滅5年度）

　　　　　　㈹（）内の数は客員研究部門の教官数（外数）である，，

【職員等】℃賊5年7／1111現在）

　所　　　長　　富　澤　純　一一

　副　所　長　　森　脇　和　郎
　企画調整1：幹（併）

　石戊F究　i三キ幹ξ（f’｝t’）　　　　　イi　　『よミ　　　　　　　1リ」

分子遺伝研究部門　　　　　　　　　　変異遺伝研究部門

　教　　　授　　石　浜　　　川j

　助　　　 r　　藤　川　信　之

　助　　　 r　　lll岸　li｛　裕

　助　　　ド　　豊　川　哲　也

核酸化学客口研究部門

　客員教授　水本清久　ヅlVII　J．りvき　　い
　’9ii⊥リ」教F斐i　　　　　＿1ヒ　　　　上　　　　　　　　　11fi

　｛｛蜘川h卿同‘1」ll　1占甜ウ1川［ωn’部門ωD、ぱい

　研究i’1幹（併）　　森　1協　和　郎

細胞遺伝研究部門

　教　　　授　　森　脇　和　郎

　助教授　今井弘民
　助　 「　後藤英メこ
細胞質遺伝客員研究部門

　助教授（併）　　安　川　秀　川1
　　日7沢》＼t”O」ら部1

　客員助教授　　米　川　博　通
　　1〔ll川’tit呂1；臨［｝、rl　1’1｛t；川川‘il　tl　l）

　研究ll幹（併）　　杉　lll　　勉

発生遺伝研究部門

　　教　　　授　　杉　1［1　　勉

　助　教　授　　藤　澤　敏　孝

　助　　　1三　　清　水　　　裕

　助　 ド　服田昌之
生理遺伝客員研究部門

　　教授（併）　半川　 宏
　　　lll　dll　コパ．　lf　sl　tlil　If　l　ハ　　

　　客員教授　 小泉　　修
　　｛r（｛1岡〆ノ1メ、∫細婿‘｛1；教｝力

教

助

助

助

　授　　瀬　野　桿

教授　山尾文
　　1三　　金　田　澄

　　i‘’　岸

微生物遺伝研究部門

教　　　授

助　教　授

助　　　jl

助　　　j”

形質遺伝研究部門

　教　　　授

　助　教　授

　助　　　∫’

　助　　　1：

明

1’・

努

堀　内　賢　介

安　lll　成

原　　　弘　志

，4（　谷　篤　志

廣　瀬　　　進

村　　ヒ　昭　雄

湊　　　　　清

III　田　1ピ　明

7
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研究主幹（併）　　原　田　朋　子
　　　　　　　（1、　llD
集団遺伝研究部門

　教授原田朋子　　　　　　　けべ　HI　

　助教授　田嶋文生

　助手高野敏行
理論遺伝客員研究部門

　教　授（併）　高　畑　尚　之
　（総合研究大iZ院尺f教r削r究父流セt’y

　助教授（併）　舘　田　英　典
　〔JL州ぺ亨理学部）

研究主幹（併）　　今　村

人類遺伝研究部門

　教　　授　　今村

　助教授　藤山
　助教授　　寳来

　助F中島
応用遺伝客員研究部門

　教授（併）　渡邊
　（刷吠tf’1体防i〕111’タ、川川μ1川

　客員教授　　米澤
　｛h・占｜；川肇Krl1’部ドk授）

》　　■　　　　　　．

　孝

　孝
秋佐夫

　聰

　衡

　武
勝衛

啓

俊

信

i”

彦

泉

均

却

1’

進化遺伝研究部門

　教授池村淑
　助教授　斎藤成
　助　　 ∫三　森山悦

　助　　　r　松本健

センター長（併）　沖　野
　　　　　　　（森　　1，，lt）

哺乳動物保存研究室

　助教授　　城石
　助　　　∫三　宮　ド

無脊椎動物保存研究室

　助　　　r　　ヒ　田

植物保存研究室（併）佐　野

微生物保存研究室

　助教授　　西村

芳

昭

瀬野桿

ll‖：こ｝　　　ノトく　　　イ1事　　　 〃li｜

永　1卜宏樹

桂　　　　勲

石原　　健

林　　 茂　生

育種遺伝研究部門

　教　　 授　　沖　野
　　　　　　　　ロ　　，lht“）

　助教授　　佐野
　助　　　i”1ノ岡
　　　　　　　　　　　　　

　助　　　F　　平野

センター長（併）

構造研究室

　助教授
　助　　　r

組換え研究室

　教　　授

　助　　　F

合成研究室

　助　　　r・

道

也

∫”

啓　lt

タ；鮒

洋・郎

博之

遺伝資源研究室

　助教授　　舘野　義
発生工学研究室

　教　　授　　il｜辻憲

　助　　　∫　白　、tl安

遺伝情報分析研究室

　教　　授　　／ll條堀

　助　　　f　鵜Ml筏
　助　　　r　池　ld

遺伝子ライブラリー研究室

　助教授　　小原鮒
　助　　　1’　安達fi．

リ｝

メこ

111’｛

孝

弘

穂

治

樹


